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第 5 章 単回帰分析 

本文例 

例 5. 1：学歴と年収の関係 

▼まず 5_income.csvを読み込み，メニューの「モデル(M)」→「最小 2 乗法(O) 」をクリ

ックする。 

 

▼次に，従属変数に incomeを説明変数に yeducを入れ，「OK(O)」ボタンを押す。 
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▼以下のように結果が表示される。 

 

▼他の 3 つのモデルも同様に変数を入れ替えて実行すると以下のようになる。 
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実証分析問題 

5-A 

▼例 5-1 参照。 

 

5-B 

▼5_2_sleep.csv を読み込み，sleepを従属変数に commuteを説明変数に設定し，最小 2

乗法で計数を推定すると以下のようになる。 
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5-C 

▼5_3_abe.csv を読み込み，abe を従属変数に income を説明変数に設定し，最小 2 乗法

で計数を推定すると以下のようになる。 
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第 6 章 重回帰分析の基本 

本文例 

例 6. 2：教育の収益率の推定 

▼6_1_income.csvを読み込み，lincomeを従属変数に，yeduc，exper，exper2を説明変

数に設定して，最小 2 乗法で係数を推定すると以下のようになる。 

 

▼同様に，yeducを従属変数に，mocograd，pacogradを説明変数に設定して，最小 2 乗法

で係数を推定すると以下のようになる。 
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▼次は，メニューの「表示(V)」→「行列相関(C) 」をクリックする。 

 

▼mocogradと pacogradを右の箱に入れて「OK(O)」ボタンをクリックする。 
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▼以下のように相関係数が表示される。 

 

 

例 6. 7：複合仮説検定 

▼例 6-2 のミンサー方程式をもう一度実行し，実行結果の画面のメニューから「検定(T)」

→「変数を取り除く(O)」を以下のようにクリックする。 
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▼取り除く変数として exper，exper2を選択し「OK(O)」ボタンをクリックする。 

 

 

▼以下のように検定結果が表示される。 
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実証分析問題 

6-A 

▼例 6. 2 参照。 

 

6-B(1) 

▼6_2_yeduc.csvを読み込み， 従属変数に mocograd，説明変数に pacogradを設定し，

最小 2 乗法で係数を推定すると以下のようになる。 

 

▼実行結果のメニューから「保存(S)」→「残差(R)」を以下のようにクリックする。 
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▼残差の変数名を設定し，「OK(O)」ボタンを以下のようにクリックすると残差が計算され

る。 

 

 

6-B(2) 

▼従属変数に yeduc を，6-B(1)で作った残差を説明変数に設定し，最小 2 乗法で係数を推

定すると以下のようになる。例 6. 4 の重回帰モデルにおける母親の学歴変数の係数パラメ

ターの推定値と同じになることが確認できる。 
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6-C(1) 

▼6_3_happy_work.csvを読み込み， 従属変数に happy_work，説明変数に commuteを設

定し，最小 2 乗法で係数を推定すると以下のようになる。 

 

 

6-C(2) 

▼従属変数に happy_work，説明変数に commute，income，yeduc を設定し，最小 2 乗法

で係数を推定すると以下のようになる。 
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6-C(3) 

▼6-2(3)の実行結果の画面のメニューから，例 6. 7 と同様の方法で income，yeducをモデ

ルから取り除いて実行すると以下のようになる。F 統計量が 19.2288 となったことが確認

できる。 

 

 

6-D(1) 

▼6_4_minshu.csvを読み込み， 従属変数に minshu，説明変数に incomeを設定し，最小

2 乗法で係数を推定すると以下のようになる。 
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6-D(2) 

▼従属変数に minshu，説明変数に income，yeduc を設定し，最小 2 乗法で係数を推定す

ると以下のようになる。 
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第 7 章 重回帰分析の応用 

本文例 

例 7. 2：教育の収益率の男女差 

▼7_1_income.csvを読み込み，lincomeを従属変数に，yeduc，female，female_yeduc

を説明変数に設定して，最小 2 乗法で係数を推定すると以下のようになる。 

 

 

例 7. 3：教育の収益率の男女差をチョウ検定で調べる 

▼メニューから「標本(S)」→「基準に基づいて制限する(R)」を以下のようにクリックする。 
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▼条件式に「female=0」と入力し，「OK(O)」ボタンをクリックする。これでサンプルを男

性に絞ることができる。 

 

▼サンプルを男性に絞ったうえで，lincomeを従属変数に，yeducを説明変数に設定して，

最小 2 乗法で係数を推定すると以下のようになる。 

 

▼今度は以下のように，条件式を「female=0」にし，「replace current restriction」

にチェックしてサンプルを女性に絞る。 
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▼サンプルを女性に絞ったうえで，lincomeを従属変数に，yeducを説明変数に設定して，

最小 2 乗法で係数を推定すると以下のようになる。 

 

▼以下のように，メニューの「標本(S)」→「全範囲に戻す(R)」をクリックして，サンプル

を全範囲に戻す。 
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▼サンプルを全範囲にしたうえで，lincomeを従属変数に，yeducを説明変数に設定して，

最小 2 乗法で係数を推定すると以下のようになる。 

 

▼上記の実行結果のメニューから「検定(T)」→「チョウ(Chow)検定」をクリックする。 
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▼「使用するダミー変数の名称」をチェックし，「female」を選択して，「OK(O)」ボタンを

クリックする。 

 

▼以下のようにチョウ検定結果が表示される。 
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例 7. 4：女性の労働供給関数 

▼7_2_work.csvを読み込み，workを従属変数に，income_s，childu6を説明変数に設定

して，最小 2 乗法で係数を推定すると以下のようになる。 

 

例 7. 5：頑健な標準誤差と通常の標準誤差の比較 

▼6_1_income.csvを読み込み，lincomeを従属変数に，yeduc，exper，exper2を説明変

数に設定し，以下のように「頑健標準誤差を使用する」にチェックを入れる。
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▼上の設定で，最小 2 乗法によって係数を推定すると以下のようになる。 

 

 

 

実証分析問題 

7-A 

▼例 7. 2 参照。 

 

7-B(1) 

▼練習問題解答参照。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



©2015, Ryuichi Tanaka 

 

22 

 

7-B(2) 

▼7_3_happy_work.csvを読み込み，happy_workを従属変数に commute，income， yeduc，

female，female_commute，female_ income，female_ yeducを説明変数に設定して，最

小 2 乗法で係数を推定すると以下のようになる。 

 

 

7-B(3) 

▼例 6. 7 の複合仮説検定の手順と同様に変数を取り除く。その際に female，

female_commute，female_ income，female_ yeducの変数を以下のように選択する。 
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▼上の設定で「OK(O)」ボタンをクリックすると以下のような結果になる。 

 

 

7-B(4) 

▼例 7. 3 同様に男女それぞれにサンプルを絞って，happy_work を従属変数に commute，

income，yeducを説明変数に設定して，最小 2 乗法で係数を推定するとそれおぞれ以下の

ようになる。 

・女性 
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・男性 

 

 

7-C(1) 

▼練習問題解答参照。 

 

7-C(2) 

▼7_4_minshu.csvを読み込み， minshuを従属変数に income，yeduc，city，city_income，

city_yeducを説明変数に設定して，最小 2 乗法で係数を推定すると以下のようになる。 
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7-C(3) 

▼例 6. 7 の複合仮説検定の手順と同様に変数を取り除く。その際に city， city_ income，

city_ yeducの変数を以下のように選択する。 

 

▼上の設定で「OK(O)」ボタンをクリックすると以下のような結果になる。 

 

 

7-D(1) 

▼7_2_work.csvを読み込み， workを従属変数に income_s，childu6，mowork15を説明
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変数に設定して，最小 2 乗法で係数を推定すると以下のようになる。 

 

 

7-D(2) 

▼7-D(1)と同じモデルを，例 7. 5 で示した方法で頑健な標準誤差を求めると以下のように

なる。 
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第 8 章 操作変数法 

本文例 

例 8. 1：単回帰モデルの操作変数法 

▼8_income.csvを読み込み，lincomeを従属変数に，yeducを説明変数に設定して，最小

2 乗法で係数を推定すると以下のようになる。 

 

▼yeduc を従属変数に，payeduc を説明変数に設定して，最小 2 乗法で係数を推定すると

以下のようになる。 
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▼以下のように，メニューから「モデル(M)」→「操作変数法(I)」と進み，「2 段階最小 2 乗

法(T)」をクリックする。 

 

▼以下のように，lincome を従属変数に，yeduc を説明変数に，payeduc を操作変数に設

定する。 
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▼上の設定で 2 段階最小 2 乗法によって係数を推計すると以下のようになる。 

 

 

例 8. 2：重回帰モデルの操作変数法 

▼lincomeを従属変数に，yeduc，exper，experを説明変数に設定して，最小 2 乗法で係

数を推定すると以下のようになる。 

 

▼例 8. 1 と同様の手順で 2 段階最小 2 乗法を実行する。lincome を従属変数に yeduc，

exper，exper2を説明変数に，payeduc，exper，exper2を操作変数に設定する。推定し
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た結果は以下のようになる。 

 

 

例 8. 3：誤った操作変数を使ったら 

▼yeducを従属変数に，mbirthを説明変数に設定して，最小 2 乗法で係数を推定すると以

下のようになる。 

 

▼例 8. 1 と同様の手順で 2 段階最小 2 乗法を実行する。lincomeを従属変数に yeducを説
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明変数に mbirthを操作変数に設定する。推定した結果は以下のようになる。 

 

 

例 8. 4：重回帰モデルにおける 2 段階最小 2 乗法 

▼例 8. 1 と同様の手順で 2 段階最小 2 乗法を実行する。lincome を従属変数に yeduc，

exper，exper2を説明変数に payeduc，sibs，exper，exper2を操作変数に設定する。推

定した結果は以下のようになる。 
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実証分析問題 

8-A 

▼例 7. 1 参照。 

 

8-B(1) 

▼例 8. 1 と同様の手順で 2 段階最小 2 乗法を実行する。lincome を従属変数に yeduc，

exper，exper2を説明変数に payeduc，sibs，moyeduc，exper，exper2を操作変数に設

定する。推定した結果は以下のようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



©2015, Ryuichi Tanaka 

 

33 

 

8-B(2) 

▼例 8. 1 と同様の手順で 2 段階最小 2 乗法を実行する。lincome を従属変数に yeduc，

exper，exper2を説明変数に payeduc，sibs，moyeduc，mbirth，exper，exper2を操作

変数に設定する。推定した結果は以下のようになる。 
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第 9 章 パネル・データ分析 

本文例 

例 9. 1：2 期間パネルを使った生活満足度と喫煙本数の関係 

▼9_1_cig_xt.csvを読み込む。パネルデータとして読み込むため，以下のポップアップで

「はい(Y)」をクリックし，パネルデータとして解釈し直す。 

 

▼次に「パネル」にチェックをし，「進む(F)」をクリックする。 

 

▼次に「インデックス変数を使用する」にチェックをし，「進む(F)」をクリックする。 

 

▼ユニット（グループ）インデックス変数に「id」を，タイム・インデックス変数に「t」を

選択し，「進む(F)」をクリックする。 
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▼最後に「適用(A)」をクリックする。これでデータがパネルデータとして読み込まれる。 

 

▼例 7. 3 で示した方法でサンプルを 2007 年と 2009 年それぞれに絞る。条件式に「t=1」

「t=2」とすることで，それぞれにサンプルを絞ることができる。そのうででそれぞれ ncig

を従属変数に，lifeを説明変数に設定して，最小 2 乗法で係数を推定すると以下のように

なる。 

・2007 年 
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・2009 年 

 

 

▼例 7. 3 で示した方法によりサンプルを全範囲に戻す。次に，以下のように，lifeと ncig

を同時に選択したうえで，メニューの「追加(A)」から「選択された変数の 1 階の階差(F)」

をクリックする。 
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▼すると以下のように d_life，d_ncigという 1 階の階差を取った変数ができる。 

 

▼そのうででそれぞれ d_ncigを従属変数に，d_lifeを説明変数に設定して，最小 2 乗法

で係数を推定すると以下のようになる。このときに定数項なしモデルを推定するために説

明変数から constを除いておく。 
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例 9. 2：2 期間パネルによる政策評価 

▼9_2_life_xt.csvを例 9. 1 と同様の方法でパネルデータとして読み込み，例 9. 1 で示し

た方法でサンプルを 2009 年に絞る。そのうでで lifeを従属変数に，shock，incomeを説

明変数に設定して，最小 2 乗法で係数を推定すると以下のようになる。 

 

▼例 7. 3 で示した方法によりサンプルを全範囲に戻す。例 9. 1 で示した方法で，life と

incomeの一階差分の変数を作成（d_life，d_income）する。そのうで d_lifeを従属変数

に，shock，d_incomeを説明変数に設定して，最小 2 乗法で係数を推定すると以下のよう

になる。 
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例 9. 3：平均差分法による政策評価 

▼以下のように，メニューから「モデル(M)」→「パネル(P)」と進み，「固定効果あるいは

変量効果(E)」をクリックする。 

 

▼以下のように，従属変数に lifeを，説明変数に shock，y2，shock_y2，incomeを設定

し，「固定効果」にチェックをする。 
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▼上の設定で結果を推定すると以下のようになる。 

 

 

例 9. 4：変量効果モデルの推定 

▼以下のように，従属変数に lifeを，説明変数に shock，y2，shock_y2，incomeを設定

し，「変量効果」にチェックをする。 
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▼上の設定で結果を推定すると以下のようになる。 
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実証分析問題 

9-A 

▼例 9. 1 で示した方法で 9_1_cig_xt.csvをパネルデータとして読み込む。例 9. 1 で示し

た方法でncig，life，incomeの一階の差分を取った変数を作成（d_ncig，d_life，d_income）

する。d_ncigを従属変数に，d_life，d_incomeを説明変数に設定して，最小 2 乗法で係

数を推定すると以下のようになる。 

 

 

9-B 

例 9. 2 を参照。 
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第 10 章 マッチング法 

本文例 

例 10. 1：傾向スコア・マッチング 

▼10_1_income.csv を読み込み，cograd を従属変数に pacograd，sibs を説明変数に設

定し，最小 2 乗法で計数を推定すると以下のようになる。 

 

▼以下のように，上の実行結果のメニューから「保存(S)」→「理論値(F)」をクリックする。 
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▼変数名を設定し，「OK(O)」ボタンをクリックする。 

 

▼以下のように，上のモデルの予測値が変数として追加される。 
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▼例 7. 3 で示した方法で，サンプルを予測値（yhat1）が 0.24 より小さいケースに絞る。

条件式には「yhat1<0.24」と入力する。そのうえで，yhat1を選択した状態で以下のよう

に「変数(V)」→「要約統計量(S)」をクリックする。 

 

▼以下のように予測値が 0.24 より小さいケースに絞った yhat1 の要約統計量が出力され

る。 

 

▼以下，同様に条件式を変えながら yhat1の要約統計量を確認する。 
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実証分析問題 

10-A(1) 

▼10_2_work.csv を読み込み，mowork15 を従属変数に sibs，academic15，life15，

books15，pacograd，mocograd，を説明変数に設定し，最小 2 乗法で計数を推定すると以

下のようになる。例 10. 1 で示した方法により予測値を変数として追加する。 

 

 

10-A(2) 

▼例 10. 1 で示した方法により，それぞれの区間の要約統計量を出力する。 
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10-A(3) 

▼work を従属変数に mowork15，を説明変数に設定し，最小 2 乗法で計数を推定すると以

下のようになる。 

 

▼work を従属変数に mowork15，yhat1 を説明変数に設定し，最小 2 乗法で計数を推定す

ると以下のようになる。 

 


